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大学生活にはパソコンが
講義でのレポートにプレゼンテーション、サークル活動や
社会人になってからもますます広がります。自由に使える

① ②

大学生活に欠かせない
マイパソコン

■ 海洋大生のパソコン活用例
海洋大生が実際にどのようにマイパソコンを役立てているのか、
大学生活での活用例と先輩の声をご紹介します。

通常の講義のほかにプログラミング授業や実験な
ど､多くの授業で自分のパソコンを使います。自
宅でも授業で使う資料のダウンロードなどを行う
ので､マイパソコンを持っていると便利です。

　( 流通情報工学科 )

海洋大ウェブメールサービスを使って､先生と
メールで連絡をやり取りしたり休講情報等大学生
活に必要な情報を受け取ったりしています｡イン
ターネット環境があれば利用できるので､私は自
宅からマイパソコンでチェックしています。

（海洋政策文化学科）

授業で…

大学生活で…

海洋電子機械工学科の実験や実習では大量の
データを扱うのでパソコンの表計算ソフトは必須
です。　　　（海洋工学部海洋電子機械工学科）
実験レポートを毎週提出しなければいけないの
で、家でも作業ができる自分専用パソコンを重
宝しています。　　　　　　 （食品生産科学科）

 1年生の時から多くある実習では､主に講義を受
けてから実際の観測や調査を行い､その結果をレ
ポートにまとめて提出したりパワーポイントで発表
したりします｡特に乗船実習では､観測･解析･発表
をすべて船上で行うので､マイパソコンを持参し
ます。　　　　　　　　　　  （海洋環境科学科）

実験で…

実習で…

語学学習・資格取得（TOEIC、

実験・実習（乗船、

サークル活動

レポート

■ 海洋大生のパソコン選びのポイント　マイパソコンを選ぶときに考えたいポイントをご紹介します。

ノートパソコンがおススメ! アフターサポートのことも忘れずに!

海洋大生は､パソコンを家だけではなく大学での授業や､船やフィールド
での実習など､様々な場面･場所で使います｡また、ＵＳＢメモリーや光学
ディスクを使う時、プレゼンテーションを行う時に欠かせないのが充実し
たインターフェース。ＵＳＢポートや外部出力端子を備えていて、さらに
は持ち運びに容易なノートパソコンがマイパソコンにおススメです。

スマートフォンは持ち運びには便利ですが､レポートやプレゼン
の作成といったOfficeの使用には不向きです。また、レポート
提出などに使われるＵＳＢメモリーも使用できません。

タブレットはスマートフォンとパソコンの中間のような端末です
が､パソコンに比べてパワーが劣るので複雑な作業や多くの作
業を同時に行ったりすることができません。

パソコンは精密機器なので､正しく使っていても突然故障することがあり
ます｡また､使う機会が多いほど不注意から破損することもあるでしょう。
パソコンの修理や再購入には､往々にしてお金も時間もかかります｡パソ
コンが欠かせない大学生だからこそ､壊れてしまった時･壊してしまった
時のサポートが充実しているものを選びましょう。

①「壊れた」ときのメーカー保証
自然故障のほとんどを無償で修理してもらえます。

②「壊した」ときの動産保証
有料ですが、メーカー保証対象外の不注意のトラブルに
よる故障なども低額の自己負担金で修理できます。

年生 年生
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欠かせません
卒業研究、そして就職活動にも。大学生活では、パソコンを必要とするシーンが数多くあります。また、パソコンを使う機会は
マイパソコンで大学生のうちからパソコンを使いこなすことで、社会人に求められるパソコンスキルを身につけることもできます。

ＴＯＥＩＣ対策の授業では､大学のE-Ｌｅａrnｉｎgシ
ステムを使って授業が行われます｡このシステム
はインターネット上で利用できるので、自宅でも
自分のパソコンからアクセスして日々英語学習を
行っています。 　　　　　 （海洋政策文化学科）

就活のスタートとなる就活情報サイトへの登録を
はじめ､説明会の予約やエントリーシートの作成、
企業とのメールのやり取りなど､就職活動にパソ
コンは欠かせません｡スマートフォンでもできるこ
とは多いですが､一度に得ることができる情報量
や閲覧できるコンテンツの違いなどでパソコンの
ほうが有利です。　　　　　  （海洋環境科学科）

語学学習で…

就職活動で…

研究活動は､主に論文探索と調査や実験等を繰
り返し行って進めます｡ゼミでは､研究の進捗状
況をパワーポイントでまとめて発表したりします。
実験室やフィールド､時には船の上など様々な場
所で研究活動を行うので､ノートパソコンは必携
です。　　　　　　　　（海洋資源環境学専攻）

研究活動で…

TOEFL、MOS、…）

実習場、フィールド、教育実習、…）

インターンシップ インターンシップ

就職活動 就職活動

専門科目

研究活動

卒業論文 修士・博士論文

学会発表

■ 海洋大生のパソコン選びのチェックリスト　　  ノートパソコンを選ぶときに確認しましょう。

□ OS　　　　　　　　　　WindowsでもMacでも使えます
海洋大では、ＷｉｎｄｏｗｓでもＭａｃでも授業等で使用することができます。ただし、情報処理センターの教育用パソコンはすべてＷｉｎｄｏｗｓなので、
Ｍａcとは操作性が異なります。

□ Office･ウイルス対策ソフト　大学から無償配布。購入する必要がありません。
海洋大生は､大学とベンダーとの包括ライセンス契約により自分のパソコンなどにＭｉｃrｏｓoft Office 365 ProPlｕs とウイルスバスタークラウドを
無償でインストールできます。

□ インターフェース　　　　ＵＳＢポートは必要不可欠｡外部出力端子もあると便利。
PＣ外部とデータのやり取りをする際に必要不可欠なのがインターフェース｡なかでも､ＵＳＢポートは必ず使用します｡マウスを接続するときにも USB
ポートを使用することがあるので注意｡プレゼンテーションを行うときは､外部出力端子も必要に｡卒業研究でも､これらを使用する機会は多いです。

□ HDD・SSD

□ ディスプレイ

４年間を見越して多く保存できるものを。
SSDのほうが故障が少なく動作が早いです。
画面サイズが大きいほど､そして解像度が
高いほど､作業スペースが広がります。

持ち運ぶことができるかどうか､普段使用す
るカバンに入るかどうかをチェックしましよう。
長時間使えることはもちろん､充電時間が短
い､電池が劣化しづらいことも重要です。

□ 大きさ・重さ

□ バッテリー

年生 年生 大学院 生
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